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は
じ
め
に 

 
 

 
 

 
 

東
金
市
教
育
委
員
会 

教
育
長 

飯
田 

秀
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こ
こ
に
、『
東
金
市
求
名 

並
木
家
文
書
調
査
報
告 

―
代
表
的
史
料
の
紹
介
と
文
書
目
録
―
』
が
、
刊
行
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
本
書
に
は
、
東
金
市
の
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
『
東
金
市
史
』
編
纂
時
に
も
未
調
査
の
分
野

で
あ
る
歴
史
的
価
値
の
高
い
文
書
が
新
た
に
発
見
さ
れ
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
一
部
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
さ

に
、
こ
れ
か
ら
歴
史
関
係
者
に
よ
り
詳
細
に
解
明
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
貴
重
な
資
料
群
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。 ま

ず
は
、
平
成
二
十
四
年
に
膨
大
な
歴
史
文
書
を
保
管
し
て
あ
っ
た
並
木
家
か
ら
、
納
屋
一
杯
分
に
も
及
ぶ
資
料
を

東
金
市
に
ご
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
衷
心
よ
り
御
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
本
書
で
は
、
今
回
発
見
さ
れ
ま
し
た
膨
大
な
資
料
の
中
か
ら
、
代
表
的
な
資
料
の
一
部
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
他
の
資
料
に
つ
き
ま
し
て
は
文
書
目
録
と
い
う
形
で
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
東
金
市
ば
か
り
で
な
く

周
辺
地
域
も
含
め
た
地
域
史
研
究
の
窓
口
と
な
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

一
例
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
東
金
市
の
偉
人
で
あ
る
「
関
寛
斎
」
の
義
父
に
当
た
ら
れ
る
「
今
関
俊
輔
（
関
素
寿
）
」

の
私
塾
で
あ
る
（
製
錦
堂
）
の
教
育
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
資
料
が
な
く
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
か
っ
た
も
の
が

「
製
錦
堂
百
箇
条
」
（
一
八
三
九
年
）
や
「
製
錦
堂
塾
則
」
（
一
八
四
四
年
）
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
概
要
が
明
ら
か
に
さ

れ
つ
つ
あ
る
現
状
で
す
。
し
か
も
、
そ
の
塾
生
の
中
に
関
寛
斎
の
幼
名
「
吉
井
豊
太
郎
」
が
班
長
的
存
在
と
し
て
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
女
子
は
数
少
な
い
中
で
、「
あ
い
」
の
名
前
も
み
ら
れ
ま
す
。（
私
見
で
恐
縮
で
す
が
、
後

の
関
寛
斎
の
奥
方
に
な
ら
れ
た
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
） 

終
り
に
、
刊
行
に
あ
た
り
、
こ
れ
ら
大
量
の
資
料
群
の
保
管
方
法
を
含
め
、
調
査
分
析
に
当
た
ら
れ
ま
し
た
千
葉
県

文
書
館
古
文
書
調
査
員
の
加
藤
時
男
氏
の
献
身
的
な
ご
尽
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
関
係
機
関
、 

団
体
等
の
皆
様
方
の
ご
協
力
に
も
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 
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凡 
 

例 

 
一 

本

書

は

、
「

東

金

市

求

名 

並

木

家

文

書

調

査

報

告

」

で

あ

り

、

史

料

紹

介

と

目

録

編

の

二

部

編

成

と

し

た

。 
一 
目

録

は

並

木

家

に

所

在

し

た

と

き

の

現

状

に

応

じ

て

、

Ａ

～

Ｗ

・

あ

～

け

の

単

位

を

付

し

、

単

位

ご

と

に

上

か

ら

番

号

を 
付

し

て

目

録

番

号

と

し

た

。

時

間

的

制

約

等

に

よ

り

書

簡

、

覚

、

領

収

証

類

な

ど

一

括

と

し

た

も

の

も

多

い

。 

一 

目

録

の

形

式

は

文

書

番

号

、

表

題

、

年

代

、

差

出

人

、

受

取

人

、

形

態

、

数

量

に

つ

い

て

記

載

し

た

。 

一 

文

書

の

形

態

に

つ

い

て

は

、

状

（

一

枚

文

書

）
、

竪

冊

、

横

冊

、

横

半

冊

に

分

類

し

、

表

示
し

た

。 

一 

書

籍

類

に

つ

い

て

は

、

単

位

（

現

状

）

毎

に

「

あ

」

～

「

け

」

に

分

類

を

し

て

目

録

を

作

成

し

た

。 

一 

史

料

紹

介

は

目

次

に

示

し

た

よ

う

な

項

目

ご

と

に

特

徴

的

文

書

を

紹

介

し

た

。 

一 

史

料

に

は

通

し

番

号

を

付

し

、

末

尾

に

目

録

番

号

を

表

示

し

た

。 

一 

翻

刻

に

あ

た

っ

て

は

、

原

文

に

忠

実

で

あ

る

こ

と

を

基

本

と

し

た

が

、

旧

字

体

は

常

用

漢

字

に

改

め

、

変

体

仮

名

は 

平

仮

名

と

し

た

。 

一 

助

詞

の

者

（

は

）
、

茂

（

も

）
、

江

（

え

）
、

而

已

（

の

み

）

な

ど

は

そ

の

ま

ま

と

し

た

。

頻

出

す

る

合

字

ゟ

（

よ

り

） 

 
 

な

ど

は

作

字

し

た

。 

一 

明

ら

か

な

誤

字

、

衍

字

、

脱

字

は

修

正

ま

た

は

正

し

い

と

思

わ

れ

る

字

を

（ 

）

内

に

傍

記

し

た

が

、

不

明

の

場

合

は 

（

マ

マ

）

を

傍

記

し

た

。

平

出

は

二

字

分

、

欠

字

は

一

字

分

の

空

白

と

し

た

。 

一 

虫

損

部

分

の

う

ち

、

確

実

に

推

定

で

き

る

部

分

は

翻

刻

し

、

解

読

不

能

の

部

分

は

□

、[  
]

な

ど

と

し

た

。 

一 

史

料

中

に

は

、

一

部

に

身

分

的

差

別

に

基

づ

く

名

称

も

見

ら

れ

る

が

、

身

分

的

差

別

を

歴

史

的

に

研

究

し

、

そ

の

根

絶

を 

期

す

る

一

助

と

す

る

た

め

、

そ

の

ま

ま

と

し

た

。 

一 

本

書

の

作

成

に

あ

た

っ

て

は

、
山

武

市

歴

史

民

俗

資

料

館

を

は

じ

め

、
千

葉

県

文

書

館

、
茂

原

市

美

術
館
・
郷

土

資

料

館

、 

い

す

み

市

郷

土

資

料

館

、

城

西

国

際

大

学

水

田

美

術

館

、

東

金

市

文

化

財

審

議

会

な

ど

の

協

力

を

得

た

。 

一 

書

籍

の
整

理

に

当

た

り

、

千

葉

大

学

小

関

悠

一

郎

准

教

授

の

指

導

と

協

力

を

得
た

。 

一 

全

体

の

編

集

、

解

説

な

ど

は

加

藤

時

男

・

青

木

幸

一

・

稗

田

利

恵

子

・

鑓

田

千

尋

の

四

名

が

担

当

し

た

。 


